
「定置網漁業の技術研究会」設置要領 

１ 目的 

定置網漁業は、沿岸漁業の水場の約４割を占める代表的な漁業であり、多

くの漁業者を地元で雇用しており、地域の基幹産業をなしている。一方、定

置網漁業は、従来から受け身の漁業であり環境に優しい漁業とされてきたが、

魚種の選択性が極めて低いことから、積極的な資源管理が難しい。今般の漁

業法改正においては、沿岸漁業についても資源の数量管理対象魚種の拡大が

図られる中で、定置網漁業についても例外ではなく、対象魚種毎の資源管理

への対応が求められている。 

定置網漁業の特性として、地域や季節毎のその対象とする魚種や混獲され

る魚種が多様であり、これらの特性に応じて、資源管理型の選択性の高い漁

具の開発や混獲される稚仔魚や小型魚を極力削減する技術が求められている。

このため、定置網に関する既存の技術や取組等について整理するとともに、

定置網に応用可能な技術についての勉強会を開催し、情報共有・情報発信を

図り、新技術の周知徹底・普及を促進する。 

２ 会議の招集 

会議は水産庁長官が招集する。 

必要に応じて、委員以外の有識者を招集する。 

委員長は委員の互選により選出される。 

委員長は必要に応じて委員長代理を指名することができる。 

３ 委員（別紙） 

４ 主な議題 

（１）定置網漁業の技術の現状・取組みについて

（２）定置網漁業の今後の課題と方向性について

（３）その他

５ スケジュール

令和２年 8月以降、２回開催。 

６ 庶務 

会議に係る庶務は、水産庁増殖推進部研究指導課において処理する。 
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